
　
２
月
27
日
、
八
峰
町
役
場
に
て
イ
オ
ン
東

北
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
辻
雅
信
）
の
長

崎
将
志
秋
田
事
業
部
長
と
忌
部
守
人
総
務
部

長
が
来
庁
さ
れ
、「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
避
難

生
活
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
生
活
関
連
物
資

の
供
給
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

　
長
崎
秋
田
事
業
部
長
は
「
今
後
は
こ
の
協

定
に
基
づ
き
ま
し
て
、
八
峰
町
と
協
力
し
て

参
り
た
い
。
こ
の
よ
う
な
協
定
に
つ
い
て
、

秋
田
県
内
で
は
県
を
は
じ
め
と
し
て
16
市
町

村
と
連
携
を
締
結
し
て
い
る
。
今
後
も
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
行
政
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
14
日
、
能
代
山
本
ト
ラ
ッ
ク
協
議
会

（
斎
藤
陽
悦
会
長
）
か
ら
町
内
の
新
入
学
児

童
（
八
森
小
学
校
12
名
、
峰
浜
小
学
校
９
名
、

合
計
21
名
）
へ
黄
色
い
傘
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
同
協
議
会
の
針
金
勝
英
さ
ん

（
有
限
会
社
針
吉
運
輸
）
と
清
水
幸
則
さ
ん

（
有
限
会
社
清
水
建
材
）
が
フ
ァ
ガ
ス
を
訪

れ
、
鈴
木
教
育
長
へ
傘
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
傘
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
認
識
さ
れ

や
す
い
黄
色
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
一
部
に

透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
が
使
わ
れ
、
前
方
が
見
え

や
す
い
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
さ
れ
た
黄
色
い
傘
は
、
４
月
５
日
に

行
わ
れ
た
各
入
学
式
の
日
に
新
入
学
児
童
一

人
ひ
と
り
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
に
八
峰
中
学
校
、
同
16
日
に
八

森
小
学
校
と
峰
浜
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
八
峰
中
学
校
で
は
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
が
卒
業
証
書
を
八
代
校
長
か
ら

受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
か
ら
旅

立
ち
の
言
葉
と
し
て
、
両
親
へ
の
感
謝
の
言

葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
代
校
長
か
ら
、「
大
切
な
こ
と
は
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
時
こ
そ
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
確
実
に
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
こ
と
、

小
さ
な
「
で
き
た
」
「
で
き
る
」
を
積
み
重

ね
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
進
む
先
で
、
出
来
る

こ
と
を
確
実
に
実
行
し
て
い
け
ば
必
ず
そ
の

こ
と
が
次
に
繋
が
り
、
や
が
て
は
大
き
な
目

標
を
達
成
で
き
ま
す
。」
と
卒
業
生
に
励
ま

し
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
、
株
式
会
社
エ
ナ
ー
バ
ン
ク

（
代
表
取
締
役
佐
藤
丞
吾
）
と
相
互
に
連
携
・

協
力
し
、
株
式
会
社
エ
ナ
ー
バ
ン
ク
が
実
施

す
る
電
力
の
吊
り
下
げ
方
式
に
よ
る
入
札
制

度
（
リ
バ
ー
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）「
エ
ネ
オ

ク
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
八
峰
町
内
で
発

電
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
や
地
域
還
元
に
資
す
る
事
業
を
展
開
し
、

も
っ
て
地
域
社
会
に
も
貢
献
し
た
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
代
表
取
締
役
は
、「
出
身
地
で
あ
る

八
峰
町
と
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

り
、
大
変
光
栄
で
あ
る
一
方
で
、
故
郷
に
地

域
貢
献
で
き
る
機
会
を
頂
戴
し
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
。
再
エ
ネ
発
電
所
が
次
々
と
開
発

が
進
む
一
方
で
、
生
ま
れ
た
再
エ
ネ
電
力
が

そ
の
地
域
で
活
用
で
き
な
い
、
事
業
か
ら
生

ま
れ
る
収
益
が
地
域
に
還
元
さ
れ
に
く
い
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
そ
の
地
方
の
課
題
を
解

決
す
る
取
組
み
に
参
画
で
き
る
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
邁
進
す
る
所
存
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
２
日
、
あ
き
た
白
神
駅
で
観
光
駅
長

委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
東
能
代
統
括
セ

ン
タ
ー
の
松
田
勲
所
長
か
ら
菊
地
笑
美
子
さ

ん
、
山
内
香
澄
さ
ん
の
２
名
へ
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
駅
長
の
任
期
は
１
年
で
、
駅
に
併
設

さ
れ
て
い
る
町
緑
地
等
管
理
中
央
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
、
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
が
到
着
し

た
時
の
出
迎
え
や
切
符
の
発
券
、
観
光
案
内

を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
菊
地
さ
ん
は
平
成
20
年
度
、
山
内
さ
ん
は

令
和
２
年
度
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
１
号
を

出
迎
え
、
出
発
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
、
株
式
会
社
龍
角
散
よ
り
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
３
，
７
８
４
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
株
式
会
社
龍
角
散
か
ら
は
令
和
３
年

度
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
度

は
１
，
０
５
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
贈
呈
式
を
終
え
て
藤
井
社
長
は
、「
も
と

も
と
秋
田
県
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

秋
田
の
皆
さ
ん
が
や
る
気
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
（
災
害
復
旧
）
事
業
を
通
じ
て
、
令

和
５
年
７
月
豪
雨
の
際
に
被
害
に
あ
っ
た
田

ん
ぼ
や
農
地
等
の
災
害
復
旧
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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軽油 免税軽油も
取り扱っております!

配達致します!

●工藤金悦行政書士事務所
●はっぽう宅建紹介

携090-3365-8032
☎77-2670
携090-3365-8032
☎74-6110

暮らしの難儀事、
　　　　不動産の困り事ありませんか？
　遺言書の作成、相続の手続き、官公庁への申請書類、契約
書の作成、車のナンバー変更、成年後見の手続き、空家・空
地の賃貸や売買、空家の解体などの相談所です。相談は無料
ですよ。

山菜、花苗、
　野菜苗
春の山菜シーズン到来!!
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協
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学
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へ
黄
色
い
傘
贈
呈

イ
オ
ン
東
北
株
式
会
社
と

災
害
協
定
の
締
結

災害協定を締結しました委嘱状が交付されました

黄色い傘が贈呈されました

町
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各
小
・
中
学
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で
卒
業
式

思
い
出
の
学
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舎
を
巣
立
ち
ま
し
た卒業証書が授与されました
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ー
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感謝状と記念品を贈呈しました
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